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有子世帯の扶助・加算の検証の考え方（案）
○ 有子世帯の扶助・加算の検証については、一般世帯との均衡だけではなく、子どもの貧困対策の観点から生活保護制度に
おいて保障すべき子どもの健全育成にかかる費用の範囲及び水準について、生活扶助基準（第１類費及び２類費）の検証と
一体的に検証を行うこととしている。
○ 検証に当たっては、現行の扶助・加算の体系を踏まえ、以下の４つの項目に分けて検証を進めてはどうか。

最低限度の生活を
営む上で基本となる需要

子どもの健全育成
にかかる費用

・就学費用など自立
助長に資する子ど
もにかかる費用

・ひとり親世帯の
かかり増し費用

生活扶助本体（１・２類費）に関する検証

（検証の視点）

生活扶助本体について、子どものいる低所得世帯との
均衡上、水準（基準額）は妥当なものとなっているのか。

ひとり親世帯のかかり増し費用の検証
（検証の視点）

ふたり親世帯とひとり親世帯の消費にどのような違いが
みられるのか。

子どもにかかる費用の検証

（検証の視点）

自立助長に資する子どもにかかる費用とは、どのような
ものか。

基準生活費
（第１類費・第２類費）

加 算

生活扶助
基準

・児童養育加算
・母子加算
・妊産婦加算

教育扶助
基準

生業扶助基準
（高等学校等就学費）

現行の有子世帯の扶助・加算の体系

（検証に当たっての留意点）
○ 子どもにかかる費用について、生活扶助本体で保障すべき範囲とその他の扶助・加算として保障すべき範囲をどのように考えるか。
○ 全国消費実態調査は世帯単位の消費データという制約がある中で、子どもにかかる費用についてどのような方法で分析を行うか。

子どもの教育にかかる費用の検証

（検証の視点）

教育にかかる費用の範囲及び水準（基準額）は妥当な
ものとなっているのか。

特別な
需要


